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⼭登りはじめ、⾜腰は基本。その⾜腰を⽀えてくれた、相棒の登山靴。 

薦
すす

められるままに、予算を張り込んだ。上から岩を落としても、ビクともしない堅牢さ。 

⼭登りや登⼭後、⽔濡れしていると、ワックスはじめ、⼿⼊れをしておかないと、 

次の使⽤には、二進
に っ ち

も三進
さ っ ち

も行かないほど、頑固で、タフな相棒の登山靴だった。 
 

ある時期から、登⼭から、トレッキングに切り替えた。ある宿での記念撮影。 

今は懐かしい。「会うは別れの始め」 We can`t depart without meeting.という⾔葉。 

岩場などでは、⼤変助けられた相棒。住居移転もあった。その都度、いろいろ物との別れ。 

たかが登⼭靴だが、思い出の詰まった登⼭靴。ものとの別れ、いろいろな思いがある。 

 

 

  いい位置に⽴った時は、思い出す。 

 

 

   

 



〜〜山はみどり 野に花 人にはこころ〜〜 

 

岩場もあった。氷河探訪もあった。その他、いろいろ。 

⻑く⽣きていると、いろいろ体験するもの。⼈それぞれ、出会いと別れ。 

いい体験をさせてもらった、と思っている。 

 

 

   
 

 

 
 

 

今は、愛おしい。相棒だった、登⼭靴に感謝。 

ふと、思いついて。朝⽇を浴びる登⼭靴、アルプスの宿にて。 


